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１ はじめに

リンゴは自家不和合性が強い作物であるため、単一品

種を栽植した場合は結実が不安定となることから、多く

のリンゴ園では交雑和合性のある複数の品種を混植し

て、結実の確保を図っている。しかし、混植園において

収穫時期の異なる品種間で、農薬のドリフトが懸念され

るため、従来行われてきた結実確保のための混植が困難

となってきている。

授粉専用品種として望まれる条件は経済品種と開花期

が同等かやや早く、花数が豊富で隔年結果しないことで

ある。授粉専用品種として有望なクラブアップルやカラ

ムナータイプのリンゴには多数の品種があるが、市販さ

れている品種は「ドルゴ」、「スノードリフト（商品名：

ふじぽん）」、「ネビルコープマン（商品名：王林ぽん）」

と、カラムナータイプの「メイポール」、「タスカン」等

と少ない。

そこで、一般に入手可能な授粉用・鑑賞用品種の特性

を明らかにし、「ふじ」をはじめとした経済品種に対し

有望な授粉専用品種を選抜したので、報告する。

２ 試験方法

(1)供試品種と台木

1993 年に定植した「メイポール（S10S16）／マルバカ

イドウ」、「タスカン（S5S10）／マルバカイドウ」、1999

年に定植した「メイポール／ＪＭ２」、「タスカン／ＪＭ

２」、2004 年にＪＭ７台木とマルバカイドウ台木に居接

ぎした「ドルゴ（SxSx）」と「スノードリフト（S25Sx）」、2004

年に植栽した「ドルゴ／マルバカイドウ」、「ネビルコー

プマン（S24S26）／マルバカイドウ」を供試した。

(2)生態調査（開花期）

供試品種と経済品種（「ふじ」、「つがる」、「ジョナゴ

ールド」）の開花期を調査した。

(3)腋花芽着生率調査

ＪＭ７台木およびマルバカイドウ台木の「ドルゴ」と

「スノードリフト」の 2年生樹について 2006年から 2008

年まで、およびマルバカイドウ台木の「ドルゴ」と「ネ

ビルコープマン」の 4 年生樹について 2007年から 2008

年まで腋花芽着生率を調査した。なお、「ドルゴ」と「ス

ノードリフト」の 2年生樹は幼木のため主幹延長枝の腋

花芽着生率を調査し、「ドルゴ」と「ネビルコープマン」

の 4年生樹は側枝の腋花芽着生率を調査した。

(4)授粉親和性試験

供試品種の花をバルーン期に摘み取り、開葯して花

粉を採取した。経済品種の花そうは開花前に除雄を施さ

ずハトロン小袋で花そう全体を被覆し、梵天による交雑

後再びハトロン小袋で花そう全体を被覆した。供試数は

20 花そうとし、ガク立ちを確認後除袋し、結実率と収

穫時に種子数を調査した。

(5)摘果剤効果試験

ＮＡＣ水和剤（ミクロデナポン水和剤 85）を用い、

供試品種の満開２週間後、３週間後、および経済品種の

生育ステージにあわせて散布することを想定し、「ふじ」

の満開２週間後、３週間後にそれぞれ１回散布する区を

設定した。摘果剤効果が確認された散布３週間後以降、

結実率調査を実施した。

３ 試験結果及び考察

(1)開花期

経済品種より頂芽の開花が早い品種は「ドルゴ」、「ネ

ビルコープマン」、「タスカン」、開花が同程度の品種は

「メイポール」、開花が遅れる品種は「スノードリフト」

であった（図１）。

「ドルゴ」と「タスカン」は経済品種の頂芽が開花

中に落花するため、経済品種の頂芽結実率が低くなる可

能性が考えられるが、腋芽の結実を抑制する効果もある

と考えられた。また、「ドルゴ」は経済品種の開花始め

には満開となっていることから、頂芽の中心果の結実を

高める効果があると思われた。



「スノードリフト」、「ネビルコープマン」、「メイポ

ール」は経済品種の頂芽が開花中、継続して花粉を供給

することができる品種であり、経済品種の頂芽結実率が

高くなる可能性が考えられるが、腋芽の結実率も高くす

る効果があると考えられた。

(2)腋花芽着生率

「ドルゴ」と「スノードリフト」の２年生樹の腋花芽

着生率を 2006 年から 2008 年まで調査した結果、「ドル

ゴ」は 30 ％～ 84 ％（平均 56 ％）、「スノードリフト」

は 68％～ 96％（平均 86％）となり、「スノードリフト」

は花数が多く隔年結果しないと推察された（データ略）。

「ドルゴ」と「ネビルコープマン」の４年生樹の腋

花芽着生率を 2007年から 2008年まで調査した結果、「ド

ルゴ」は 83 ％～ 86 ％（平均 85 ％）、「ネビルコープマ

ン」は 18％～ 28％（平均 23％）となった（データ略）。

３品種で比較すると、「スノードリフト」は花数が最

も多く隔年結果しないと考えられることから、授粉専用

品種として有効と思われた。

(3)授粉親和性

交雑後の経済品種の結実率、種子数および S 遺伝子

から判断して、供試した品種は経済品種と和合性がある

と考えられた（データ略）。

(4)摘果剤効果

「ふじ」の摘果剤散布タイミング（「ふじ」の満開２

週間後）で摘果剤を散布した場合、「ドルゴ」において

は 2009年度調査では摘果剤の効果が認められたが、2010

年度調査では効果が認められなかった。「スノードリフ

ト」では頂芽、腋芽ともに効果が認められなかった。「ネ

ビルコープマン」では頂芽で約 18％、腋芽で約 30～ 40

％結実率が低くなった。「メイポール」では対照区と散

布区で結実率がともに低く、差も認められず効果が判然

としなかった。「タスカン」では腋花芽がほとんどみら

れないため、頂芽のみ調査したが、約 14～ 37％結実率

が低くなった（表１）。

「メイポール」と「タスカン」の満開２週間後、また

は満開３週間後に摘果剤を散布することで「メイポール」

では約 14 ～ 22 ％、「タスカン」では約 11 ～ 20 ％結実

率が低くなった（データ略）。

４ まとめ

市販されている授粉用・鑑賞用品種「ドルゴ」、「スノ

ードリフト」、「ネビルコープマン」と、カラムナータイ

プの「メイポール」、「タスカン」を開花時期、花数、授

粉親和性、摘果剤効果の有無等で判断したところ、「ド

ルゴ」と「スノードリフト」、カラムナータイプの「タ

スカン」が授粉専用品種として有効と考えられた。「ド

ルゴ」は隔年結果するが、最も開花が早い。「スノード

リフト」は「ふじ」より開花がやや遅れるが隔年結果し

ない。「タスカン」は隔年結果するが開花が早く摘果剤

の効果が高い。なお、リンゴの開花期は天候や樹の栄養

状態などの影響を受けやすいので、授粉専用品種は１品

種だけではなく、開花期が異なる２品種以上を導入する

べきである。
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図１　開花期
※矢印の始点・・・開花始め、◎・・・満開、矢印の終点・・・落花期

※点線・・・２００９年データ、実線・・・２０１０年データ

表１　摘果剤散布後の結実率 単位：％

品種 頂芽 腋芽 頂芽 腋芽 頂芽 腋芽 頂芽 腋芽
ドルゴ 21.9 38.3 37.7 45.0 32.7 48.9 15.4 32.2

ｽﾉｰﾄﾞﾘﾌﾄ 89.3 86.6 92.9 75.0
ネビルコープマン 60.0 47.9 77.6 79.8 79.3 50.3 98.0 89.7

ﾒｲﾎﾟｰﾙ 11.6 20.0 12.5 21.8
タスカン 11.2 25.4 19.2 56.1

※摘果剤の散布時期は「ふじ」の満開２週間後

２００９年調査
無処理区散布区

２０１０年調査
無処理区散布区


